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□暑い熱い夏、そして充実の２学期へ 

市の代表となって県に出ること。それ自体がまずとても立派な功績である、埼玉県学校総合体育大会。

この夏、我らが二中からも、ソフトボール、剣道、柔道、水泳、陸上の選手たちが、この大きな舞台に挑んだ。

結果については別頁をご覧いただくが、その中でも第一中学校と合同チームを組んでいるソフトボール

部が、県で３位という輝かしい成績も残してくれた。 

２学期は、蕨二祭、体育祭と、一人一人の生徒の活躍を保護者や地域の方々にご覧いただく機会が数多

く用意されている。私自身、初めて見る二中生の活躍をとても楽しみにしている。保護者、地域の方々にも

ぜひご期待いただきたい。 
 

□３年生 校長面談はじめました 

と言ってもまだ数名。そして、そんなに畏まったものではない。面接ではなく面談。 

面談での話題は以下のとおり。事前に３年生たちに周知し、準備しておいてもらう。 
 

① 組、番号、名前  ② あなたの自慢  ③ マイブーム 
④ 次の話を読み、最後の問いについて自分の考えをまとめておく（以下、話の概要） 
「あなたの大切な人がとても重い病気にかかり、死が迫っている。その人を救うためには薬局で売られて 
いる特別な薬を飲むしかないが、薬はとても高額で買える金額ではない。お金はないけれど、どうして
もその薬が欲しい。あなたは今、大切な人を救うために薬を盗むべきか、とても悩んでいる。」 
問い ： あなたなら、薬を盗みますか？ それとも、盗みませんか？ また、その理由は？ 

 

 ④は、ご存知の方も多いであろう、道徳的価値の葛藤を誘発する、有名な「ハインツのジレンマ」である。

ルール（きまり）をとるか、人としての義務（人情）をとるか。３年生たちの考えを聞いていくと、実に興味深

い。まだ数名だが、どちらの回答も半分ずつぐらいあり、それぞれにしっかりとした理由付けがある。３年

生、よく考えている。この面談、本当に楽しい（私は）。全員、やり切るからね。 

県公立高校入試が大きく変わる。出願方法等の変更は一昨年度からなされてきたが、今年度からは、入

試そのものの内容が変わる。全ての高校で面接が課せられる。私の面談、それに向けてという意味合い

も確かにある。が、その実は、関わる時間の少ない３年生の一人一人と、ただ話をしたかったのである。 
 

□わたしの平凡な夏休み 

特に体調を崩したり、事故などに遭ったりすることもなく、普通に過ごすことができた。最近はこの、“普

通に”過ごせることが、何より有難いと思う出来事が本当に多い。特に、７月２８日の熊本地震や、８月の半

ばに千葉県を襲った大雨による、大きな被害。ここ数年、８月には家族で外房の方に海水浴に出かけており、

今年も９日の午前中に現地の海水浴場に着き、海に入って打ち寄せる波を楽しんでいたのだが、午後には

その波も高くなり遊泳禁止に。おそらくあの異例の進路をとって近付いていた台風１５号などの影響だっ

た。残念がる息子だったが、その数日後にあの大雨である。被害を受けた一帯が埼玉からの道中にあった

ことを思えば、一時でも楽しい思いができたことに心から感謝する以外ない。災害等により今なおその影

響を受けている地域や関係の方々には、心からお見舞い申し上げる。蕨にあっても、未明の地震や頻発す

るゲリラ豪雨。熊本や千葉は対岸の火事ではない。 

９月１日。１０年ぶりに２学期の開始がこの日になったことにちなんで言うと、今日は「防災の日」。約１００

年前に関東に大地震が起こった日。現代とは建物の造りや防災体制も違うが、１０万５千人以上の死者・行

方不明者が出た日だ。恥ずかしい話、普段何もしていないのだが、先日、さすがにと思い立ち、いつか通販

で買っていた防災セット（非常用持出袋）の中身を見直してみた。買って満足するタイプというか、本当に

恥ずかしながら、袋から出してもいない物ばかり。せめて開けておこう。使えるようにはしておこう。履き

物は一足しか入っていないんだ。あれ、この非常食、そのまま食べられるのはいいけれど賞味期限がもう

間近だ。交換か。でも非常食と言えばやっぱり乾パンだよな。あとで乾パンも入れよう。水って、どうやって、

どのくらい保管するのがよいのだろう。なんやかんやと小一時間。…察しのとおり、幸いにもまだ平穏で

ある。各ご家庭はいかがだろうか。同じような方がもしいらしたら、この機会に備えのご確認をぜひ。何よ

りまず自分が元気でいないと、人に施すことなど、ましてやできないので。 
 

生徒たちは、どんな夏休みを送っただろうか。長い休みがようやく終わり、おそらくホっとされている方

も多いであろう、保護者の皆様。今日からまた責任をもってお子様をお預かりいたします。変わらぬご理

解、ご支援どうぞよろしくお願いいたします。 

・ ・ 


